
 

2026年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 
ゼミナールⅣ 

(Seminar Ⅳ) 
担当教員 

牧野 智一 

（マキノ トモカズ） 

2020-23 年度 
入学者（20K-23K） 

科目コード 科目区分 
必修・ 
選択区分 

単位数 配当年次 開講期 
科目
特性 

知識定着・確認型 AL／協同学修

型 AL 

2025-0-41-061 
ゼ ミ ナ ー
ル科目 

必修 2 単位 4 年次 通年 

2024-26 年度 
入学者（24K-26K） 

科目コード 科目区分 
必修・ 
選択区分 

単位数 配当年次 開講期 
科目
特性 

知識定着・確認型 AL／協同学修

型 AL 

2425-0-41-006 
ゼ ミ ナ ー
ル科目 

必修 2 単位 4 年次 通年 

 

① 授業のねらい・概要 

牧野ゼミナールⅣでは、ゼミナールⅢで学修した財政の知識に基づき、ゼミ生自身が関心を持つ財政や経済に関するテーマを設定し、

個別にそのテーマについて調査・研究を行なう。 

また、ゼミコンパやゼミ旅行など様々なイベントを学生諸君に企画してもらい、ゼミ生同士が大学を卒業した後もお互いに支え合え

るような生涯の友人関係を構築できることを目指します。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

地域社会に貢献する姿勢／職業人として通用する能力／専門的知識・技能を活用する能力／コミュニケーション能力／情報収集・分

析力 

③ 授業の進め方・指示事項 

ゼミ生による卒業論文への取組み、各自の卒業論文の進捗や内容の発表とそれに対する指導を行う形式で授業を進める。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目と履修に望ましい予備知識・技能 

「マクロ経済学」「ミクロ経済学」「財政学」「ゼミナールⅢ」の知識を有すること。 

⑤ テキスト（教科書）※授業で使用する。 

特になし。各自の卒業論文のテーマに沿った図書を用いること。 

⑥ 参考図書・指定図書 ※授業では使用しないが、授業内容に関係し、理解を深めるために必要とする。 

竹内信仁編（2013）『スタンダードミクロ経済学』中央経済社 

竹内信仁編（2013）『スタンダードマクロ経済学』中央経済社 

竹内信仁編著（2007）『スタンダード財政学 第２版』中央経済社 

『図説日本の財政』（各年度版） 

⑦ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

学生諸君が主体的に学修することを意識した授業を目指して行く。 

⑧ 評価Ａに対応する具体的な学習到達目標の目安 

(1) 卒業論文のテーマ設定と構成について教員の支援にほとんど頼ることなく、自らの力で考えることができる。 

(2) 指定された形式で卒業論文を教員の支援にほとんど頼ることなく、自らの力で作成できる。 

(3) テーマに沿ってある程度論理的に考察ができる。 

⑨ ルーブリック 

評価基準 Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

評価項目 

到達目標を越えた

レベルを達成して

いる 

到達目標を達成し

ている 

到達目標達成には

やや努力を要する 

到達目標達成には

努力を要する 

到達目標達成には

相当の努力を要す

る 

(1) 卒業論文の

テーマ設定

と構成 

 卒業論文のテーマ

設定と構成につい

て教員の支援にほ

とんど頼ることな

く、自らの力で考え

ることができる。 

卒業論文のテーマ

設定と構成につい

て教員の支援にあ

る程度頼ることで

考えることができ

る。 

卒業論文のテーマ

設定と構成につい

て教員の支援にか

なり頼ることで考

えることができる。 

卒業論文のテーマ

設定と構成につい

て教員の支援を受

けても考えること

ができない。 

(2) 卒業論文の

作成 

 指定された形式で

卒業論文を教員の

支援にほとんど頼

ることなく、自らの

力で作成できる。 

指定された形式で

卒業論文を教員の

支援にある程度頼

ることで作成でき

る。 

指定された形式で

卒業論文を教員の

支援にかなり頼る

ことで作成できる。 

指定された形式で

卒業論文を教員の

支援を受けても作

成できない。 

(3) 卒業論文に

よる考察 

テーマに沿って論

理的に適切な考察

ができる。 

テーマに沿ってあ

る程度論理的に考

察ができる。 

テーマに沿ってい

なかったり、論理的

でなかったりする

部分が少なからず

あるが、ある程度考

察ができる。 

テーマに沿ってい

なかったり、論理的

でなかったりする

部分がかなりある

が、それなりに考察

ができる。 

テーマに沿って論

理的に考察ができ

ない。 



 

⑩ 学習の到達目標（評価項目）とその評価の方法、フィードバックの方法 

学習到達目標（評価項目） 
定期試験 

（レポート含む） 
小テスト 課題 

発表・ 

実技 

授業への 

取組姿勢･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 50%   20% 30%  100% 

(1) 卒業論文のテーマ設定と構成 10%   6% 8%  24% 

(2) 卒業論文の作成 20%   6% 10%  36% 

(3) 卒業論文による考察 20%   8% 12%  40% 

評価項目「その他」詳細  

フィードバックの方法 卒業論文の内容のチェックとアドバイスを適宜行う。 

⑪ 授業計画と学習課題 

回数 授業の内容 授業外の学習課題と時間（分）（※特別な持参物） 

1 オリエンテーション 卒業論文のテーマとなりうる経済や社会情勢の情報収集 60 分 

2 卒業論文のテーマ設定に向けた議論 卒業論文のテーマの方向性の検討 180 分 

3 卒業論文のテーマ案作成のための資料収集 卒業論文のテーマの方向性に沿った資料収集 180 分 

4 卒業論文のテーマ案の作成 卒業論文のテーマ案を２，３個考える 180 分 

5 卒業論文のテーマ案についての議論 考えた卒業論文のテーマ案の内容整理 180 分 

6 卒業論文のテーマ設定と全体報告 全体報告のための資料の作成 180 分 

7 卒業論文のテーマに関連する資料収集等 構成の作成のための資料収集等 180 分 

8 卒業論文の構成の作成に向けた議論 
卒業論文の構成案の作成のための設定したテーマの課題

の考察 
180 分 

9 卒業論文の構成案の作成 考察した課題に基づく卒業論文の構成案の作成 180 分 

10 卒業論文の構成案についての議論 議論の結果を受けての構成案の方向性の検討 180 分 

11 卒業論文の構成案の修正のための資料収集 卒業論文の構成案の修正のための資料収集 180 分 

12 卒業論文の構成案の修正 卒業論文の構成の修正案の作成 180 分 

13 卒業論文の構成の修正案についての議論 議論の結果を受けての構成案の再検討 180 分 

14 卒業論文の構成案の確定に向けた議論 卒業論文の構成案の確定と資料収集 180 分 

15 卒業論文の構成案の確定と全体報告 全体報告のための資料の作成 180 分 

16 卒業論文の作成と個別論文指導 卒業論文の全体の 6 分の 1 程度まで作成 180 分 

17 卒業論文の作成と個別論文指導 卒業論文の全体の 6 分の 1 程度までの修正と加筆 180 分 

18 卒業論文の作成と個別論文指導 卒業論文の全体の 6 分の 2 程度まで作成 180 分 

19 卒業論文の作成と個別論文指導 卒業論文の全体の 6 分の 2 程度までの修正と加筆 180 分 

20 中間報告会と議論 中間報告のための資料の作成 180 分 

21 卒業論文の作成と個別論文指導 卒業論文の全体の 6 分の 3 程度まで作成 180 分 

22 卒業論文の作成と個別論文指導 卒業論文の全体の 6 分の 3 程度までの修正と加筆 180 分 

23 卒業論文の作成と個別論文指導 卒業論文の全体の 6 分の 4 程度まで作成 180 分 

24 卒業論文の作成と個別論文指導 卒業論文の全体の 6 分の 4 程度までの修正と加筆 180 分 

25 中間報告会と議論 中間報告のための資料の作成 180 分 



 

26 卒業論文の作成と個別論文指導 卒業論文の全体の 6 分の 5 程度まで作成 180 分 

27 卒業論文の作成と個別論文指導 卒業論文の全体の 6 分の 5 程度までの修正と加筆 180 分 

28 卒業論文の作成と個別論文指導 卒業論文全体を作成 180 分 

29 卒業論文の作成と個別論文指導 卒業論文全体の修正と加筆 180 分 

30 卒業論文の確認と提出 卒業論文の完成 240 分 

⑫ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL／協同学修型 AL を採用する。ゼミ生によるテキストの内容報告やディスカッションを行い、学修効果の向上に

活用する。 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑬ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

実務経験と授業科目との関連性 

 

 


